
写真1　分解能1/5000の0.6 g！  自作AC励起式・高精度3 kg個数はかり
電子部品は秋月電子のみで調達可能．機構部品は100円ショップとハンズで手に入る．分解能1/5000の業務機に迫るスペックを実現

低ノイズLDO　
ADP151
3.3Vを生成

計装アンプ LT1167
ロードセルからの
ピックアップ信号の
電位差を高倍率で増幅

シャーシ
（調理用バット）
A-Dコンバータ
の電位基準とし
ても使用

計量皿（木製円板）．
ここに計りたいものを載せる

OPアンプ
NJM4580
ロー・ノイズ選別品
ロックインアンプ後
の波形成形用

アナログ・
スイッチ
74HC4053

ロードセル・センサへの配線．
励起2線，ピックアップ2線
よじるとノイズに強くなる

ロードセル・
センサ
SC133（3 kg）

±9V生成DCDC
コンバータ・モジュール
MAU107

土台（木製円板）
A-Dコンバータ MCP3424
ロックイン・アンプの
出力の直流値を読み取る

ラズベリー・パイPico
励起信号の PWM 信号生成，AD 変換器制御，
PCへのデータ転送，システム全体への電源供給

OPアンプ NJM4565
・3次サレンキー LPF
・振幅ゲイン調整用

OPアンプ 
NJM4565
・位相シフト回路
・�正弦波から

矩形波の変換

下記リンクにて関連データ公開中です．
https://toragi.cqpub.co.jp/download2026/

　秋月電子で購入可能な安価な部品（総額8000円以
下）で，業務機に迫る「個数はかり」を製作します（写
真1，図1）．

● 製作する背景
電子工作をしていると，大量の抵抗器やネジ，ワッ

シャなどの在庫管理に頭を悩ませることがあります．
そんなときに便利なのが，重量から個数を算出してく
れる個数はかり（カウンティング・スケール）です．
　しかし，市販の個数はかりにはジレンマがあります．
重いものから軽いものまで1台で測れるような業務用
の高性能機は，安くても数万円，高機能なモデルでは

十数万円もする高価な測定器だからです．
　そこで今回は，秋月電子通商で購入できる安価なロ
ードセル（700円程度）と汎用部品を組み合わせ，トー
タル8,000円以下で業務機並みの性能を持つ個数はか
りを自作しました．
　今回はまず，システム全体の構成の検討を行います．
ロードセル・センサ用の定番IC HX711などのDC駆
動方式で課題となる「1/f ノイズ」に対し，AC励起（交
流駆動）とロックイン検出が理論上は劇的な効果を発
揮することをシミュレーションで確認します．
　後編では，実際の製作と評価について紹介します．

秋月で買える定番のロードセル＆はかりIC劇的レベルアップ回路！
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前編　安くて高精度！  
誤差の原因1/f ノイズを低減する回路の検討

小さな部品を大量に計数する
0.6 g 〜 3 kg「個数はかり」の製作
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